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zz 室 員 消 息zz
新　室　員〔順不同〕
棟居　快行　　法科大学院教授（憲法）
大西　楠・テア　　法学部准教授（ヨーロッパ大陸法）
佐々木　健　　法学部准教授（親族法・相続法）
田上麻衣子　　法学部准教授（知的財産法）
前田　修志　　法科大学院准教授（商法）
川上　洋平　　法学部講師（政治思想史）
室員の退室
大崎　峰之　　（逝去による）
高橋忠次郎　　（逝去による）
春山　典勇　　（逝去による）
▷ 編 集 後 記 ◁
　今年度２号にあたる今村法律研究室報66号をお届けいたします。
　今号も多くの先生方にご寄稿いただき，60頁弱もの頁数となりました。先の65号でも
60頁を超えておりましたので，本年は２号続けて大部になりました。事務局としても嬉
しい限りです。
　さて，本号では，土田亮先生に「取締役等の善管注意義務違反による責任とD&O保険」
という論文をご寄稿いただきました。取締役等の善管注意義務違反についての基準が不
明確なことによって，取締役の経営が萎縮する可能性があることや，一方でこの問題解
消のために取締役賠償責任保険（D&O保険）とその問題点など，会社法の観点からの指
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摘はこの方面に暗い私にとってとても新鮮に感じます。
　染谷隆明先生には，「日本における内閣提出法案の立案過程とパブリックアフェアーズ」
として，染谷先生が立案過程に携わったご経験をおまとめいただきました。一定の法案
に影響を受ける企業が立案過程にどのように関わることができるのか（あるいはできな
いのか）は，大変に興味深いテーマです。
　三森敏正先生は，ご自身の石巻専修大学における教育経験を，「経営学部における私法
教育」としてお寄せ下さいました。法律に必ずしも興味をもっているわけではない学生
への法学教育でのご苦労や，教育のあり方など様々考えさせていただきました。
　宮崎裕介先生には，「提訴請求を欠く代表訴訟の適法性と代表訴訟により追求できる役
員の責任」として，判例評釈をご寄稿いただきました。株主代表訴訟によって追求でき
る役員の責任範囲について，多数の判例を紹介しながら，これまでの判例の流れと学説
を分かりやすく説明していいただいております。
　松岡啓祐先生には，本年度今村法律研究室が主催した「目賀田種太郎の記念講演会と
今村力三郎生誕150周年記念展について」ご寄稿いただきました。皆様の中にもこれらの
講演会や記念展にお越しいただいた方もいらっしゃったかと思います。本室報の発行さ
れる頃には生田校舎で開催している記念展も終わってしまっているのですが，貴重な資
料を展示いただいたことは大変にありがたく思います。ご講演いただいた先生方，また
企画から準備までご尽力いただいた専修大学の各部署，とりわけ大学史資料課の職員の
皆様に御礼申し上げます。
　お忙しいところご寄稿いただきました執筆者の先生方にあらためて御礼申し上げま
す。室報の改正からこれだけの原稿を集めて下さった松岡啓祐室長のご尽力には本当に
頭が下がります。今後も皆様のご協力をいただきながら，室報を刊行させていただけれ
ばと思います。ご指導・ご鞭撻とご寄稿のほど，何卒よろしくお願い申し上げます。
　［事務局　森住信人］
